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1　本目録は、『史料目録』第 113 集として「信濃国埴科郡松代伊勢町八田家文書目録（その 13）」（資
料記号 28 Ｂ）を収めた。信濃国埴科郡松代伊勢町八田家文書（以下、八田家文書と略）に関しては『史
料目録』第 41 集（1985 年）・第 48 集（1989 年）・第 50 集（1990 年）・第 94 集（2012 年）・第 96 集（2013
年）・第 97 集（2013 年）・第 99 集（2014 年）・第 101 集（2015 年）・第 102 集（2016 年）・第 107 集（2018
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住して以来、今日に至っている八田家に伝来した文書群である。昭和 28 年（1953）、9 代目当主八田




















養子となった。寛保 3年（1743）7 月に町年寄に就任し、初代孫左衛門の死後、兄同様に藩より 30 人
扶持が給さている。さらに、同年 12 月 1 日には御用金の切り捨てにより、代わりに 20 人扶持が加増
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され、合計 50 人扶持が給されることとなった。御用金の総額は不明ながら、寛延元年（1748）12 月
21 日の「覚」によれば、495 両の貸し付けが確認できる（整理番号え 59-20。以下、括弧内の平仮名と
数字は整理番号）。3代目孫左衛門以親は父嘉助が死去した宝暦 6年（1756）はわずか 15 歳であった
が、藩より 30 人扶持が給付されることとなった。元服後、同 11 年に町年寄に就任。寛政 4年（1792）
までの間、30 年以上町年寄を勤めた。4代目嘉右衛門知義は父が町年寄在職中の寛政 3年に町年寄に
就任している。享和 3年（1803）に父孫左衛門が死去すると家督を相続し、藩からは 30 人扶持が与え
られ、父同様給人格御勝手御用役に取り立てられた。さらに、城下町町人の人別からは除かれ、別帳
扱いとなっている。この嘉右衛門は多くの役職を勤めている。文化 13 年（1816）には産物御用掛、翌
14 年には川船運送方御用、文政 7年（1825）には社倉調役、同 9年には糸会所取締役、天保 4年（1833）
には産物会所取締役などである。文政 7年にはこれまでの一代取り立てではなく、給人永格となって





取締役。商法掌はナンバー 2であり、9名任命）。その後、慎蔵は士族に列し、明治 12 年（1879）に








































丞の名前が記載されている（『山梨県史　資料編 13　近世 6下』山梨県、2004 年、155 頁）。なお、本
目録に編成した史料には「新太郎政教」として記されているが、寛政元年（1789）～明治 23 年（1890）
までの八田村八田家の歴史を記した「家政歴年誌」にはその名が見えないものの、寛政元年 2月 16 日
に誕生した新太郎政美が後の幕末の当主である市之丞であり、関係が想起される（『山梨県史　資料








3 レコード。文化 10 年 10 月に八田嘉右衛門に対して「御用向出精」として 5人御扶持を加増され


























譜代大名の本多家 2万石の領地となった（享保 9年以降は 3万 5000 石）。八田家では文政 7年（1824）










37 レコード。岩村田（現在の長野県佐久市岩村田）は中山道の宿場である。元禄 16 年（1703）内藤



































































































23 レコード。文政 4年（1821）5 月、4 代目の嘉右衛門は家具御用達を仰せ付けられ、その関係史
料を編成した（え 4556-17 ～え 4556-21）。また、文化 7年（1810）には御用を格別出精したということ
で裃を拝領し（え 4537-4）、同じく文化 11 年にも同様の理由で裃を拝領している（え 4537-2）。文政
13 年には単物を拝領しているが（え 4556-22 ～）、いずれもどのような「出精」に対する褒美かは判然







近世一』）。文化 14 年（1817）3 月、松代藩は 4代目の嘉右衛門に対して千曲川における川船運送を申
し付けた。そもそも千曲川通船の始まりは遅く、寛政 2年（1790）に幕府の中之条代官である野村八
蔵が西大滝村（飯山市）の斎藤太左衛門に対して、越後から陸送される荷物を西大滝村で川船に積み





















































田家中明細書』（290 頁）によると、知行高は 160 石であり、寛政 2年（1790）に御番入している。また、
松木源八のあとに松木束が記されており、知行高が源八と同じ 160 石で、文政元年（1818）に近習役
となっている。そのため、家系としては①松木源八・②松木束宗董・③松木源八董正と続いたことが




後、董正の妻である長が明治 17 年 10 月 31 日に亡くなったことで、長の手元にあった松木家に関わ
る文書が八田家に預けられた可能性が『八田家文書目録』その 11 で指摘されている。
シリーズ「護国隊」
11 レコード。慶応 4年（1868）2 月、松木源八は松代藩からの出張指示があり、11月に甲斐鎮撫府
参謀より月給金 15 両として御雇護国隊長に任じられた（え 4573-9・え 4573-13）。その後、天皇陸仁


























6 レコード。兵役の義務を有する男子は前の年の 12 月 1 日からその年の 11 月 30 日までに満 20 歳

































































明和 6年（1769）12 月 伊兵衛は伊勢山田三方会合所へ廣田筑後からの松代檀家の離檀を願う
　⇒廣田「「口入金」は祈禱料の収納金で賄う」
明和 7年（1770）2 月 岩出六右衛門（請人鈴木安兵衛）が花山院家名目金 83 両 2 分借用
明和 7年（1770）2 月 岩出六右衛門（請人佐藤伊兵衛）が鈴木安兵衛より金 23 両借用
明和 7年（1770）3 月 岩出六右衛門（請人佐藤伊兵衛）が八田孫左衛門より金 30 借用
明和 7年（1770）4 月 鈴木安兵衛の証文が不審のため町年寄増田惣右衛門・佐藤伊兵衛より藩へ
伊勢側への懸け合いを依頼
明和 7年（1770）5 月 廣田自性坊・榎倉丹後より八田孫左衛門他松代町年寄に廣田筑後難渋にな
らざるよう願う
明和 7年（1770）10 月 松代引請普請金 220 両余御断りを佐藤伊兵衛代より鈴木安兵衛へ連絡
明和 8年（1771）1 月 岩出六右衛門帰役・路用金に差し詰まり佐藤伊兵衛が鈴木安兵衛に借用金
30 両返済できず、下郷無尽・勧化金にて返済/払方全体では金 57 両
明和 8年（1771）1 月 佐藤伊兵衛・八田孫右衛門が花山院家名目金 20 両借用
明和 8年（1771）1 月 佐藤伊兵衛が花山院御社倉金 27 両借用
明和 8年（1771）2 月 中野村小町屋善右衛門（奉加金帳元）･請人木屋彦重郎 ･伊勢屋茂兵衛が花
山院稲荷社御社金 100 両借用　⇒奉加金として廣田筑後手代吉村嘉右衛門
受け取る
明和 8年（1771）2 月 佐藤伊兵衛が花山院御社倉金差引残金 147 両 3 分余借用
明和 8年（1771）7 月 岩出六右衛門が廣田筑後家督相続などで大金を借用、檀家へ無尽願いため
昨年知行所収納を吉村嘉右衛門より奉行所へ願う
明和 8年（1771）8 月 廣田筑後殿名代吉村嘉右衛門殿と八田孫右衛門出入一件内済
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明和 8年（1771）10 月 廣田筑後金 30 両借用、6年賦にて八田孫右衛門へ返却の旨
明和 8年（1771）10 月 廣田筑後金 49 両借用、10 年賦にて八田孫右衛門へ返却の旨
明和 8年（1771）10 月 廣田筑後拝借金一件内済
明和 8年（1771）10 月 八田孫右衛門知行所 200 石収納金を筑後方へ送る
明和 8年（1771）10 月 吉村嘉右衛門と八田孫右衛門の内済にて金 380 両余を無尽金 1ヶ年金 26
両にて納める


























吉永昭「松代商法会社の研究」（『社会経済史学』第 23 巻 3 号、1957 年）




吉永昭「製糸業の発展と糸会所の機能　－信州松代藩の場合－」（『史学雑誌』第 68 編 2 号、1959 年）
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表 1　文政 4 年八田家所有地一覧（松代藩領内分）















町分 4石 3斗 4升 8合
田中村 2石 5斗 8升 8合 内、小作地 1石 2斗 7升 2合
河原新田 2石 3斗 3升 3合 内、小作地 1石 3斗 3升 3合
荒町村 15 石 4 斗 3 升 4 合 内、小作地 9石 5斗 8升 6合、手作 1石 8斗4升 8合、および収納籾 4合
西条村 2石 2斗 6升 4合 すべて小作地
馬場形御高請之場所 4石 9斗 4升 すべて小作地
東寺尾村 3石 4斗 1升 7合 内、小作地 2石 5斗 6升 7合、手作 8斗 5升および東寺尾村地所砂溜り新田 1割 21 坪余り
東条村 28 石 6 斗 7 升 8 合
内、東条村北組無役本田木立 2斗 1升 6合（小
作入籾 3俵手作、残り小作地）、小作 22 石 5
斗 8 升 3 合、手作 6斗 8升 3合
錬光寺御朱印地 4斗 1升 7合 9勺 すべて手作地
東福寺村 6石 8斗 7升 1合
内、東福寺村畑方無役本田 5石 9斗 8升（小
作入籾 35 俵手作、同 14 俵 3 斗小作）、その他
はすべて小作地
清野村 5石 4升 4勺 および起地所新田 1割坪数 146 坪、坪御用地冥加籾上納之場所此坪 34 坪（すべて小作地）
大林寺御朱印 3石 7斗 1升 6合 すべて小作地
西寺尾村御高辻之内岡神
明











光徳院分 6石 8升 4合 明屋敷
矢代村御高辻之内 22 石 3 斗 2 升 7 合3 勺 1 才 無役本田
御高地木立
東条村南組 7斗 4升 5合
牧内村 1斗 5升 4合 すべて小作地
平林村 2斗 2升 2合 すべて手作地
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区分 項目 面積 /屋敷地数 備考
御持山
神主小河原紀伊殿 山高籾 3斗 小作入1俵2斗5升（内2斗5升小作/1俵手作）
東条村南組 山高籾 2石 9斗 6升 5升 7合 5勺 すべて小作地
東条村北組 山高籾 5斗 4升 9合 すべて小作地
平林村 山高籾 3斗 7升 つくた山 1斗 8升（手作）/宮崎東富田山1 斗 9 升（小作地）
荒町村 山高籾 1石 3斗 4升 3合 8勺
内、小作山 5斗 9升 4合 8勺 /手山 7斗 4升
9合
清野村 山高籾 2斗 4升 すべて小作地
土口村 山高籾 9斗 6升
皆神山御分地山 山高籾 6斗 1升 すべて小作地
浄福寺殿御引請之分 田中村 11 石 1 斗 3 升 9 合 および坪数新田畑 162 坪 5 合
松屋惣左衛門より引請之分 清野村 11 石 6 斗 2 升 2 勺
















































































































































































































































































廣田金吾 伊勢御師 / 松代に檀家がいて勧化 / 花山院修理金借用請人（明和 4。え 1320-4）
廣田掃部 伊勢御師 /松代に檀家がいて勧化










桧垣掃部 廣田筑後親類（明和8。え3287-3）廣田筑後継目拝借金内済（明和 8。え 3287-4）
喜多村徳左衛門 廣田筑後親類（明和8。え1321-2）/廣田筑後家来（明和8。え1321-2）
花山院家家臣・金主
本庄豊前守 花山院御家（明和 7。え 2349-7） 花山院家諸大夫本庄元之
梅戸筑後守 花山院殿家 花山院家諸大夫梅戸光政。稲荷社修理金返済依頼（安永 7。え 2346-2）
堀式部 花山院殿家 稲荷社修理金返済依頼（安永 7。え 2346-2）
一色治部 花山院御家（明和 7。え 2349-7）






















木屋彦重郎 稲荷社拝借金請人（明和 8。え 2347-8）
伊勢屋茂兵衛 稲荷社拝借金請人（明和 8。え 2347-8）/ 京都呉服関係か
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伊勢町八田家系図
女　木町　八田長左衛門妻 女　増田惣左衛門妻 常一郎　明和5年11月21日没 女　寛政5年11月17日没
女　押田　坂原兵左衛門妻 ツタ　享保20年9月11日歿 貞観顕常童子 霹雲清靂童女
女　木町　八田嘉右衛門養女、岡野甚十郎室（享保14年） 光岩随円童女 ヒサ　明和8年6月22日没 女
エイ　享保15年5月22日歿 智海浄展童女
【初代】 【二代】（元禄10年）生 嘯月吟草童女 武治郎　安永3年10月21日没 辰三郎・知嘉
孫左衛門・重以 嘉助・芳茲　孫左衛門弟 寅松　寛保2年11月10日歿 絶紅素印童子 厄介致置候落合辰三郎ヲ文化7年2月ニ聟養子トス
延享4年5月23日没 宝暦6年7月15日歿（60） 玉翁瑞光居士 甚五郎　享和元年9月8日没 ・文政元年12月、被召出別家、十人扶持被下置
輝光院長嶽榮久居士 精心院好道祐善居士 女　木町　八田嘉右衛門妻 忠節義孝居士 御勝手御用役被仰付
・宝永4年6月、木町八田家より分家 ・寛保3年7月、町年寄役被仰付（→宝暦6年7月） キイ　享和3年6月22日歿 米吉　寛政6年11月8日没 ・文政7年11月、社倉調役兼被仰付
・宝永6年6月、町年寄役被仰付（→寛保3年7月） ・延享4年、家督相続、三拾人扶持被下置 新十郎・重則　押田　坂原兵左衛門三男 真相宝珠童子 ・文政9年9月、糸会所惣元方兼被仰付
・享保12年12月、三十人扶持被下置 ・寛延3年12月、二十人扶持御加増被下置 宝暦12年8月3日歿 ・天保4年、産物会所元方被仰付
タカ　寛保2年9月18日歿 【四代】（明和8年）生 女　小山田六郎兵衛忰藤四郎室（文化12年）
テフ　屋代　柿崎市之丞基景女 ヘン　屋代　柿崎源左衛門景忠妹 隔山了河童女 嘉右衛門・知義 しけ　師岡七郎右衛門忰治助室（文化12年）［え4498-6］
　享保9年8月10日歿 　享保15年4月20日歿 孫助　寛延4年3月13日歿 書鳩 女　文化元年9月8日没、幻明観夢童女
　蓮臺院華屋千開大姉 　妙源院桃雲仙花大姉 天真露節居士 嘉永元年12月9日没（78） 養女　増田徳左衛門次女、大瀬登室（文政6年）
悟達院大道無關居士 養女　八田辰三郎次女、岡野弥右衛門忰陽之助室（文政9年）
マツ（後妻）　樋口弥兵衛兼季女 【三代】（寛保2年）生 ・寛政3年2月、町年寄役被仰付
宝暦元年5月18日歿 孫左衛門・以親　幼名鉄治郎 ・享和3年2月、家督相続、三十人扶持被下置 【五代】（文化4年）生





















【六代】（文政12年）生 【八代】明治9年12月9日生 【九代】明治33年11月2日生 【十一代】昭和14年5月7日生
慎蔵・知道 綱　（嘉永4年）生 彦次郎・知信 恭平 慎蔵
子静・義井堂・澹庵 明治33年11月20日没（50） 昭和30年3月9日没（80） 生母のぶ、他子モ同
明治40年10月8日没（79） 瓊芳院玉室貞樹大姉 知信院晩香子進居士 昭和36年12月29日没（62） 和子　昭和16年9月2日生
知道院澹庵子静居士 知孝院昇雲恭平居士 奈良　西川源内長女
・嘉永5年正月16日、家督相続、三十人扶持被下置 【七代】（安政元年）生 よう　（明治11年）生
御勝手御用役被仰付 彦次郎　上田　内藤源治郎弟 下高井郡江部村　山田荘左衛門次女 きよえ　松本　中田亮次女
・明治2年12月、商法掌 明治27年7月8日没（41） 明治31年6月26日没（21） 昭和29年7月16日没（51） 陽子　昭和19年11月28日生
・明治3年閏10月、士族 鮮明院真光透然居士 端正院高信操要大姉 琴松院観聴清音大姉 和子　昭和22年2月2日生
・明治4年8月、免職、少属補助商法方 ・明治20年1月～同21年1月、
・明治12年7月～同13年3月、第六十三国立銀行頭取 第六十三国立銀行頭取 のぶ（後妻）　明治15年生 信吉　明治38年2月9日生、坂本喜久子へ養子
山田荘左衛門三女 昭和46年5月7日没（67）
ユウ　（天保3年）生、岡野元賢妹 昭和36年正月7日没（80） 誓願院釈信乗善楽居士






















女　木町　八田長左衛門妻 女　増田惣左衛門妻 常一郎　明和5年11月21日没 女　寛政5年11月17日没
女　押田　坂原兵左衛門妻 ツタ　享保20年9月11日歿 貞観顕常童子 霹雲清靂童女
女　木町　八田嘉右衛門養女、岡野甚十郎室（享保14年） 光岩随円童女 ヒサ　明和8年6月22日没 女
エイ　享保15年5月22日歿 智海浄展童女
【初代】 【二代】（元禄10年）生 嘯月吟草童女 武治郎　安永3年10月21日没 辰三郎・知嘉
孫左衛門・重以 嘉助・芳茲　孫左衛門弟 寅松　寛保2年11月10日歿 絶紅素印童子 厄介致置候落合辰三郎ヲ文化7年2月ニ聟養子トス
延享4年5月23日没 宝暦6年7月15日歿（60） 玉翁瑞光居士 甚五郎　享和元年9月8日没 ・文政元年12月、被召出別家、十人扶持被下置
輝光院長嶽榮久居士 精心院好道祐善居士 女　木町　八田嘉右衛門妻 忠節義孝居士 御勝手御用役被仰付
・宝永4年6月、木町八田家より分家 ・寛保3年7月、町年寄役被仰付（→宝暦6年7月） キイ　享和3年6月22日歿 米吉　寛政6年11月8日没 ・文政7年11月、社倉調役兼被仰付
・宝永6年6月、町年寄役被仰付（→寛保3年7月） ・延享4年、家督相続、三拾人扶持被下置 新十郎・重則　押田　坂原兵左衛門三男 真相宝珠童子 ・文政9年9月、糸会所惣元方兼被仰付
・享保12年12月、三十人扶持被下置 ・寛延3年12月、二十人扶持御加増被下置 宝暦12年8月3日歿 ・天保4年、産物会所元方被仰付
タカ　寛保2年9月18日歿 【四代】（明和8年）生 女　小山田六郎兵衛忰藤四郎室（文化12年）
テフ　屋代　柿崎市之丞基景女 ヘン　屋代　柿崎源左衛門景忠妹 隔山了河童女 嘉右衛門・知義 しけ　師岡七郎右衛門忰治助室（文化12年）［え4498-6］
　享保9年8月10日歿 　享保15年4月20日歿 孫助　寛延4年3月13日歿 書鳩 女　文化元年9月8日没、幻明観夢童女
　蓮臺院華屋千開大姉 　妙源院桃雲仙花大姉 天真露節居士 嘉永元年12月9日没（78） 養女　増田徳左衛門次女、大瀬登室（文政6年）
悟達院大道無關居士 養女　八田辰三郎次女、岡野弥右衛門忰陽之助室（文政9年）
マツ（後妻）　樋口弥兵衛兼季女 【三代】（寛保2年）生 ・寛政3年2月、町年寄役被仰付
宝暦元年5月18日歿 孫左衛門・以親　幼名鉄治郎 ・享和3年2月、家督相続、三十人扶持被下置 【五代】（文化4年）生





















【六代】（文政12年）生 【八代】明治9年12月9日生 【九代】明治33年11月2日生 【十一代】昭和14年5月7日生
慎蔵・知道 綱　（嘉永4年）生 彦次郎・知信 恭平 慎蔵
子静・義井堂・澹庵 明治33年11月20日没（50） 昭和30年3月9日没（80） 生母のぶ、他子モ同
明治40年10月8日没（79） 瓊芳院玉室貞樹大姉 知信院晩香子進居士 昭和36年12月29日没（62） 和子　昭和16年9月2日生
知道院澹庵子静居士 知孝院昇雲恭平居士 奈良　西川源内長女
・嘉永5年正月16日、家督相続、三十人扶持被下置 【七代】（安政元年）生 よう　（明治11年）生
御勝手御用役被仰付 彦次郎　上田　内藤源治郎弟 下高井郡江部村　山田荘左衛門次女 きよえ　松本　中田亮次女
・明治2年12月、商法掌 明治27年7月8日没（41） 明治31年6月26日没（21） 昭和29年7月16日没（51） 陽子　昭和19年11月28日生
・明治3年閏10月、士族 鮮明院真光透然居士 端正院高信操要大姉 琴松院観聴清音大姉 和子　昭和22年2月2日生
・明治4年8月、免職、少属補助商法方 ・明治20年1月～同21年1月、
・明治12年7月～同13年3月、第六十三国立銀行頭取 第六十三国立銀行頭取 のぶ（後妻）　明治15年生 信吉　明治38年2月9日生、坂本喜久子へ養子
山田荘左衛門三女 昭和46年5月7日没（67）
ユウ　（天保3年）生、岡野元賢妹 昭和36年正月7日没（80） 誓願院釈信乗善楽居士

























































































































































































































































































18 （12月4日地震御見舞人名一覧ほか）  横切継紙 ・ 1通 え4600-8









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































200 （寺沢など名前書付）  切紙 ・ 1通 え4555-1-2
201 （新代官町200疋など書付）  切紙 ・ 1通 え4555-1-3

































































































































































































































































































275 （丑年から卯年利〆288匁余書上）  切紙 ・ 1通 え4567-1-5






































































































300 覚（金600両など〆3口1875両御差引勘定書上）  酉12月 横切継紙（虫
損） ・ 1通
え4574-22
































































































































































































































































































































































385 （包紙） ＊（包紙上書）｢覚｣ 包紙 ・ 1点 え4583-2























































































































































































































































































































































































































480 覚（松平主膳御家老落合團蔵家系書付）  横切継紙 ・ 1通 え4597-21































































































































































































































525 （内川村長泉寺冨田無尽割合書上）  横切継紙 ・ 1通 え4572-13



























































































































































































































































































































593 （550目小幡ほか無尽講掛金書上）  横切紙 ・ 1通 え4599-3-2
594 覚（午年～申年無尽講御掛金書上） 　→慎蔵様御下 横切紙 ・ 1通 え4599-4








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































757 （29貫150匁など金銭勘定書付）  切紙 ・ 1通 え4556-32
1.内方/9.岩村田領/3.内藤豊後守大番頭就任
― 78―
758 覚（394文分560目など〆3貫225文目金銭勘定書付）  横切紙 ・ 1通 え4556-33





























































775 覚（丹波嶋よりの駕籠駄賃などにより金10両拝借に付） 3月25日 横切継紙 ・ 1通 え4581-9
1.内方/10.金銭・穀物請払/1.金銭請取
― 79―
776 覚（御肴代金5両2朱余など〆10両1分2朱勘定差引書付）  折紙 ・ 1通 え4581-10



































































































































804 （5俵要吉ほか人別俵数書上）  折紙 ・ 1通 え4591-3

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1024 （位牌図面）  40.5×28.5 ・ 1鋪 え4596-18-3





































































































































































































































1072 （香）   香・ 1点 え4596-23








































































































1091 （塩崎村にて堀り出された陶器絵面）  切紙 ・ 1通 え4554-2











































































































































































1128 （伊賀町明願寺他人名書上）  横切継紙 ・ 1通 え4542-15
1129 （茶の湯は天地中和の基とする他致道書付）  横切紙 ・ 1通 え4542-16















































































































































































1163 （「モツコウ厨子」図面） ＊（包紙上書）「内佛三尊圖面｣ 68.5×27.8 ・ 1鋪 え4598-3-3
1.内方/15.諸芸/5.俳句・和歌
― 105―












































































































































































































































































































































































































1236 札（｢何宿 出役改｣）  札 ・ 1点 え4594-8-5






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1382 （甘草相場宜しきにより､その他当時相場書付）  切継紙 ・ 1通 え4566-3-2
































































































































































































































































































































































































































表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
7.松木家
7.1.護国隊


















1474 （護国隊長拝命として月給金15両下付状） 　→松木源八 12月7日 横切継紙 ・ 1通 え4573-14









































































































































































































































































































































































































































































































































































1588 （封筒） ＊（封筒表書）｢松木董正様｣/（封筒裏書）｢八田知道｣ 封筒 ・ 1点 え4595-12


















































































































































1623 （白紙） ＊（封筒裏印）｢玉林堂｣ 横切紙 ・ 1通 え4595-45
1624 （封筒） ＊（封筒裏印）｢玉林堂｣ 封筒 ・ 1点 え4595-46
1625 （封筒） ＊（封筒裏印）｢玉林堂｣ 封筒 ・ 1点 え4595-47
1626 （封筒） ＊（封筒裏印）｢玉林堂｣ 封筒 ・ 1点 え4595-48









































































































































1661 （手習、｢琴家勝敗只従運｣）  切紙 ・ 1通 え4595-94




















































































1684 （上小島田村字野田六十三番地岩治住所他書付）  切継紙 ・ 1通 え4595-119















































































大 中 小 小々 その1 その2 その3 その4 その5 その6 その7 その8 その9 その10 その11 その12 その13
01 内方(御茶之間) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
01 系図・親類書 1 2 6 8 10 11 13
01 由緒 2 6 8 10
02 扶持方請取 2
02 相続／家督 1 2 6 8 11 12
03 家訓・規定 1 2 6 8 11
01 条目・遺言 1 8 11
02 東条村養父運右衛門殺害候八十吉磔罪一件 8







05 家族・奉公人(別家・日傭) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
01 鉄之助内室出産 4
02 市兵衛意見書 4
03 増田徳左衛門家勝手向き立て直し 8 13
04 本家勝手向立直し 9 11
05 婚姻 11 12 13
06 鉄之助嫡子 8 11
07 大瀬登へ養女縁組 8
08 鉄治郎松村家養子入り 8 12
09 嘉永7年江戸表鉄冶郎離縁一条書類綴／鉄治郎不行跡 8 11
10 鉄治郎金井家養子入り 8 11 12 13
11 辰三郎引き取り 8 11
12 八田喜兵衛(一件) 9 11 13
13 人名・年齢書上 4 13
14 儀礼 5
15 役代 5 8 11
16 店人別規定（奉公人規定） 2
17 奉公人請状 9
18 奉公人勤向 2 8 9 10 11 12





24 書状その他 11 12





05 書状 11 12
06 師岡七郎右衛門縁組 13
07 甲州八代郡八田村八田新太郎 13
08 その他 11 12
07 田村半右衛門書状綴 4
08 家政 5 12
09 藩への上納金・才覚金 4 5 7 8 9 10 11 12 13
10 藩関係 7 8 9 11 12
01 御目見 7 9 11 12
02 救恤 7
03 勤務 9 11 12
04 献上 9















12 給人格取立・扶持加増 4 5 8 13
13 土地経営(所有地経営) 1 2 3 6 7 8 9 10 11 12 13
01 持地 1 6 8 9 10 13
02 借家(借家･借地経営) 6 9 10 11 12 13
03 江戸屋敷 6
04 持地・抱屋敷絵図 1 11 12
05 抱屋敷肝煎用留 1
06 買取・質取 1 6 8 9 11 12
07 売渡 1 9 11 12
08 田畑見廻 1
09 田地譲渡 6 13
10 家賃・小作年貢取立 1 2 11
11 小作年貢滞納出入 1 2
12 小作方日記 1
13 年貢諸役上納 1 8 10 11 12
14 米・桑売渡 1 8
15 家屋敷建築 2 10
16 下屋敷 2 6 10 11




21 質地証文・借用証文 4(小々々) 
22 所持地年貢目録綴 9
23 所持地石高取調 9
24 土地絵図 9 12
25 小作 4(小々々) 6 8 10 13
26 土口村（小作） 2 8 9





32 居屋敷・土蔵 3 8 12
33 自作・小作貸出 3
34 質入 6
35 根津村 8 11
36 小作米日延 8





42 東寺尾村 8 9 12
43 西寺尾村 8 9
44 沓野村 8
45 上徳間村 8
46 皆神山 8 9 10
47 牧内村 8 9
48 田野口村 7 8
49 後町 7
50 清野村 7 9 12
51 東条村 7 9 11 12
52 平林村 7 8 9 12
53 赤岩村 9
54 田中村 9
55 河原新田 9 12
56 浦新田 9
― 147―
大 中 小 小々 その1 その2 その3 その4 その5 その6 その7 その8 その9 その10 その11 その12 その13
57 木町 9








66 荒町 9 10 11
67 浄行寺 9
68 練光寺 7 11
69 地券 8
70 所持地年貢皆済明細勘定書綴 10
71 その他 7 10 11




04 中野質地一件 2 11
05 赤倉湯一件 2
06 その他 11
15 材木方 1 2 6 8 11
16 通船方 1 2 8 11
17 金融 1 2 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13
01 借入金・預り金 1 3 5 6 8 9 10 11 12
01 松代藩御用達金預り運用 3
02 貸付金 1 2 3 5 6 8 9 10 11 12 13
03 他家借財片付 1 6 11
04 無尽 1 2 3(中) 5 6 7 8 9 10 11 12 13
05 預り金利払 2 10 12
06 貸付金調 2
07 貸付金返済滞 2 12
08 広田筑後・岩出六右衛門無尽一条 2 11
09 皆神山無尽 2
10 家中侍借財勝手向立直し 2 6 12
11 質地・借金 5
12 飯山藩・岩村田藩領（小作年貢滞一件） 5 11 13
13 伊勢山田御師広田筑後一件 5 8 11 12 13




18 拝借米 8 12 13
19 高遠へ御貸金取立方一件 10 12
20 八田家払底一件 12
21 その他 12
18 飯山領 7 8(小) 9 10 11 12 13
01 無尽 7 9 11 12
02 訴訟 7 11 12
03 貸付金 9 11 13
04 質地 9 11
05 本多豊後守婚礼 10









04 小作 9 12
05 貸付金 9 11 12 13
06 無尽 10 12 13
07 訴訟 10 11
― 148―




11 その他 11 12
21 田野口領 9 10
22 埴科郡下戸倉村(幕領) 9
23 小県郡根津(旗本知行所) 9
24 赤倉温泉 9 11 12
25 出張 1 2 11 12
26 金銭・穀物請払 1 2 5 6 7 8 9 10 11 12 13
01 店方江下ケ金・上納金 1 2 8
02 金銭請取 1 2 11 13
03 暮方見積 1
04 入用 1 8 13
05 買物方日記 1
06 金銭出入帳(金銭請払帳) 1
07 金銭差引(金銭差引帳) 1 8 10 11
08 穀物・諸品請払 1 4(中) 8 9 10 11 13
09 金銭穀物請払取調勘定 1
10 請払勘定覚 2
11 木町伊勢町差引帳 2 13
12 金銭払方 2 6 11 12
13 雑穀 2
14 売掛金滞 2
15 金銭勘定 6 12 13




20 株券（・公債） 8 11
21 両替 12
22 その他 11 12 13
27 賄 1 2 5 6 11 12
01 賄穀物請払 1 11
02 入用 1 11
03 勝手方日記・控帳 1
04 御膳日記 1
05 諸品通帳（家計） 2 11
06 諸品請払 6 11 12
07 献立 11 12
08 移送 12
28 勝手向 3 8 10 11
01 勝手向立て直し 3 8 10
02 勝手向取極・諸入用 3
03 金銭出入帳 3
29 棚卸 1 2
30 家計取調 9





05 手控 1 2
06 殿様湧泉亭御入一条 2
32 儀礼(家族) 1 2 3 6 7 8 9 10 11 12 13
01 為知帳 1 2
02 赤飯配 1 2
03 出生 9 13
04 元服(・成人） 9 11 12
05 献上・進物 1 3 8
06 献上・寄付 6
07 来訪人名面帳 1
08 到来物 1 2 3 12
09 贈答覚帳(贈答) 1 7
10 贈答･進物 9 11 12 13
茶之間日記・元方日記・役代日記他
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大 中 小 小々 その1 その2 その3 その4 その5 その6 その7 その8 その9 その10 その11 その12 その13
11 婚姻・離縁 1 2 6 7 9 10 11 13
12 葬儀・法事 1 2 6 7 8 9 10 11 12 13
13 先祖供養 9 11
14 大福帳(諸儀礼覚帳) 1
15 年中行事(帳) 1 10 11
16 宴会 1 8 10 13
17 引越為知 2 13
18 祝儀入料 2






33 旅 1 10 11 12
01 社寺参詣 1 10 12
02 入湯 1 10
03 経費
34 寺社(寺社奉加) 1 2 5 6 7 8 9 10 11 12 13
01 社寺奉加 2 12
02 浄福寺借財関係 9 10 13
03 浄福寺(無尽一件) 11
04 浄福寺祠堂金貸付一件 9
05 菩提寺浄福寺（一件） 2 6 7 8 10 11 12
06 松代大林寺 8 11 12 13
07 松代清瀧山観音堂 8 13
08 松代証蓮寺 8 12
09 湯田中梅翁寺 8










20 その他 7 8 9 10 11 12
35 家財 1 2 3 8 11 12 13
01 武器 1 2 8 11 12
02 衣類・諸道具・書画ほか 1 2 11 12 13
03 武具・印章等注文 3 12 13
04 茶道具等売払 3





38 蔵書（・読書） 1 3 6 11 12
39 見聞・風説書 1 2 3 6 8 10 11 12 13
40 アメリカ船渡来情報収集 4
41 外交・軍事情報 5 8
42 諸情報 12
43 諸芸 1 2 3 6 7 8 9 10 11 12 13
01 武芸・文芸 1 2 5(中) 8 10 11 12 13
02 茶の湯 1 2 8 9 11 12 13
03 学芸 3 12
04 能 3
05 柔術 3 11
06 水術 3
07 松明製法 3
08 手習 8 11 13




大 中 小 小々 その1 その2 その3 その4 その5 その6 その7 その8 その9 その10 その11 その12 その13
12 将棋 13
13 その他 11 12































18 その他 11 12






























































53 その他 1 9 10 11
02 店方 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
01 酒造方(酒蔵・酒店) 1 2 3 4 6 7 8 9 10 11 12 13
01 酒株・酒造高書上／酒造株高 1 3 4 5 11
02 酒造鑑札 1 9 11
03 内方より拝借米金・上納金 1 9
04 酒造入用 1 9
05 酒蔵より酒店出酒 1
06 売渡 1 3
07 金銀出入帳 1
08 取替(立替) 1
09 棚卸 1 2 9
10 酒蔵・酒道具貸付 1 2
11 諸控留 1 2
12 蔵書 1





18 酒株・鑑札 6 8
19 仕法 6 8 11 12
20 酒造高 8 10 11
21 酒造米貸付 8
22 奉公人(使用人) 6 8 11
23 手充 6
24 諸品請払 6
25 借入金 6 8 9
26 一件 6
27 道具調 6
28 書状 6 11 12
29 褒賞 8
30 酒造関係綴 8 10 11
31 酒造関係重要古書類 9
32 藩関係 11 12
02 呉服店 1 2 5 7 8 11 13
01 売買 1 8 11
02 御会符荷物 1
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03 油店 1 2 6 8 12
01 内方より拝借金・上納金 1
02 金銭請払 1
03 棚卸 1 12
04 油・醤油 2
05 奉公人(使用人) 8 12




04 売買差引勘定 1 11
05 入用 1 9 11
06 取替(立替) 1
07 棚卸 1 8
08 道具調 1
09 越後赤倉松井店 1 7
10 店立て直し 3 8
11 他店立て直し 9
12 藩御用 3 11







08 陶器方 2 3 4




13 その他 1 11
03 町方／町年寄 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
01 控留 1 8 10
01 高札・条目写控 1 8 10
02 町年寄用留 1 4
02 触留 5 13
03 宗門改 5 8 9 10 11 12
04 諸役・貢税 1 8 12
01 家数・町役書上 1 8





05 殿様御用 1 6 8 10 11 12 13
01 殿様帰城出迎 1
02 殿様御入接待 1 10 11
03 殿様御巡見 12
06 救済 1 8 11 12 13
01 飢饉 1 8 11 13
02 火災・水害 1 8 11 12
03 御買上米 12
04 手当･施行 12
07 講 1 12




10 御巡見様入用 2 13
11 大庄屋 2
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大 中 小 小々 その1 その2 その3 その4 その5 その6 その7 その8 その9 その10 その11 その12 その13
12 触書写控 3 11
13 転切支丹類族改 3
14 殿様御入 3 8
15 飢饉時米調達 3
16 町政／一件 6 7 8 9 10 11 12
17 御取締 6
18 御巡見様御用 6 8 12
19 貸借 6 8
20 社倉 6 12
21 町内無尽 6
23 祭礼 8 11
24 相場 8




04 松代藩御用 1 2 3 6 8 9 10 11 12 13
01 年貢諸役取立請負・御用米金調達 1 2 8 10 11




03 産物御用掛 1 3 4 8 11 12
01 用留 1
02 産物取立無尽 1 3 12
03 国産方入用 1
04 産物御用掛任命 3 4
05 藩より拝借金 3
04 手控 1
05 御用達金預り運用 3 8
06 産物売捌方問屋 3
01 褒賞 3
07 川船会所 3 8 9 10 11 12 13
01 通船免許 3 8 9 10 13
02 通船貸下 3
03 通船取締 3 13
04 会所世話料 3



















05 会所・商社/糸会所 1(中) 2 3 4 5 8 9 11 12 13
01 藩より拝借金品 1(小) 3
02 諸方より預り金・借入金 1(小) 3 12
03 会所貸下金 1(小) 3 11 12
04 借入金・預り金・貸付金 4 5 11





大 中 小 小々 その1 その2 その3 その4 その5 その6 その7 その8 その9 その10 その11 その12 その13
09 紬市統制 4 11
10 紬中買人仲間 1(小) 9









20 上州売り捌き 4 8
21 紡会所 2
22 木綿行司 2
23 諸書類（綴） 4 11
06 会所･商社／産物会所 1(中) 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
01 触順 1(小)
02 拝借金 6 9 11 12 13
03 藩より拝借金（上納金） 1(小) 3 4 5 11
04 会所江献上金 1(小)
05 会所貸下金 1(小) 3 8 9 11 13
06 会所より貸下げ品・拝借金 4 5 11
01 蚕種紙 4






11 冥加金（取立） 1(小) 2 9 11 12
12 絹紬類買入 1(小)
13 絹紬類売捌 1(小) 11 12
14 絹紬類貸下 1(小)
15 甘草・杏仁大坂取引 1(小) 12
16 駄送／江戸への荷物運送駄賃・取引 1(小) 5 6 8 11 13
17 麻・木綿売買 1(小) 8
18 蚕種・生糸売買 1(小)
19 入用 1(小) 2 12
01 諸入用 12
20 金銭請払 1(小) 8 11 12
21 金銭請払取調勘定 1(小) 11
22 棚卸 1(小)
23 日記・用留 1(小)
24 褒賞 1(小) 9 13
25 過料 1(小)
26 産物助成講 1(小) 8
27 道具帳 1(小)
28 蔵書 1(小)
29 会所役人心得方・取計方条々 3 11
30 藩江献上金 3
31 藩入用品調達 3
32 諸方より預り金 3 4 8
33 産物会所仕入金融通 2
34 産物無尽 2 8 11





03 諸国より城下入込商人改 3 8






大 中 小 小々 その1 その2 その3 その4 その5 その6 その7 その8 その9 その10 その11 その12 その13
06 鑑札 3 5 11 12 13
01 領産取締 3
02 絹紬仲買鑑札 3 4
03 3 4 5
04 蚕種・生糸鑑札 3 4
05 木綿商買・木綿布仲買鑑札 3
06 杏干仁商売鑑札 3 4
07 甘草仲買鑑札 3 4
08 天秤振商売（香具）鑑札 3 4 5
09 煙草鑑札 3
10 楮商人荷宿并鑑札 3 4 5
07 糸商売免許 3
08 冥加金 3 9(中) 12
01 絹紬仲買冥加金 3 4








17 蚕種・絹紬 4 5 8 13
01 紬売り代金書上 4 5







18 甘草 4 8 11 12
01 取締筋 4
02 植え付け 4
03 鑑札 4 8




04 諸書類綴 4 10
05 書状 12
20 杏仁・甘草 2(中) 4 5 13
21 楮 4 11
22 天秤振 4
23 蚊帳 4
24 明礬 4 5
25 白粉 4
26 硫黄 4 8















37 葉藍 2 11
38 陶器竃 2 11
39 大坂交易 3 4 5 6 8 10 11 13
繭仲買・蚕種商売・糸繭買・唐糸師等の鑑札
― 156―
大 中 小 小々 その1 その2 その3 その4 その5 その6 その7 その8 その9 その10 その11 その12 その13






02 西国産物買入／西国産諸品買い上げ 3 4 11 13




05 北国への荷物運送駄賃・取引 4 5 10
06 炭屋孫七割済金関係 4
07 炭屋彦五郎からの預り金 4
08 炭屋孫七関係書状など綴 4 5 10 11
09 諸仕切状綴 4
10 年賀状・暑中見舞・寒中見舞 13
11 その他 4 11
40 大坂にて金子調達 2 11
41 京都での取引 4 5 6 11 12
42 横浜での取引 4 11
01 才覚金徴集 4
02 横浜交易取扱所 4
43 近郷での取引 4 5
44 江戸での取引 4 5 8 10 11 13
01 諸品 4 5
02 売り捌き代金滞り 4 5 8
03 荷物送り状 4
04 取引 5 8 10
45 松前での取引 13
46 その他地域での取引 5









51 入用 3 11
01 諸入用 3
02 会所普請・作事入用 3 11
52 勘定 3 6
53 会所運営・賄い領収書 4 5 11 12
01 近代産物会所領収書綴 4
02 御用米世話料 4
03 荷物駄賃 4 12
04 諸品 4 11
05 通船川岸端地所売り渡し 4
06 役人任免・俸禄 5 11 12
07 用地取得 5 12















大 中 小 小々 その1 その2 その3 その4 その5 その6 その7 その8 その9 その10 その11 その12 その13




59 役人任免・俸禄 4 8 11
60 一件 6
61 諸書類綴 3 4 5 6 8 10
01 東京より来状綴 8
02 産物方用事書状 8
62 用状 3 11 12
63 関田家文書 12
64 その他 3 11 12








08 諸書類綴 6 10
09 商社 2
10 書状 6 12
08 会所・商社来状一括 9 11
09 長野県 3 12
01 勧業 3 12
01 蚕種・生糸交易 3 12
10 松木家 3 11 12 13
01 藩勤役 12















14 混合文書 7 9
01 内方･糸会所混合文書 9
02 内方･産物会所混合文書 4 5 9
01 「有用之紙屑」 4
02 書状・領収書ほか一括 4 5
03 白紙・断簡 5
16 内方・店方・産物会所混在文書 6
17 その他 4 6 7 8 9 11 12 13
01 諸書類綴 4
02 真田家郡方当番日記 4
03 不明 8 11 12 13
13
04 袋・包紙・こより等 8 11
05 白紙 11 12
18 混入文書 8 9 11 12
01 信濃国佐久郡御馬寄村町田家文書 8 11 12
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